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１０月７日（金） 
 

11：00 受付 

13：00 開会の挨拶 

 

13：05 演題 01 ~ 04 座長 笠井 謙多郎 （産業医科大学） 
01 FOXP2 を用いたヒトDNAの選択的定量法 
副島 美貴子、神田 芳郎 （久留米大） 

02 ABO式血液型の表現型・遺伝子型不一致例 
政徳 正之 1) 2)、辻 彰子 1)、臼元 洋介 1)、鮫島 直美 1)、工藤 恵子 1)、 

池田 典昭 1) （1）九大院法医、2）福岡海保） 

03 タヌキのミトコンドリアDNAコントロール領域における変
異の検索 
下野 真理子 1)、吾郷 一利 1)、林 敬人 1)、吾郷 美保子 1)、久保 秀通 1) 2)、 

小片 守 1) （1）鹿大院法医、2）鹿大院皮膚科） 

04 ニホンアナグマにおけるミトコンドリアDNA多型について 
吾郷 一利 1)、井手 貴之 1)、上釜 浩平 1)、奥田 龍一郎 1)、馬渡 浩史 1)、 

下野 真理子 1)、林 敬人 1)、吾郷 美保子 1)、久保 秀通 1) 2)、小片 守 1)  

（1）鹿大院法医、2）鹿大院皮膚科） 

 

 休憩（10 分） 

 

14：05 演題 05 ~ 07 座長 梅原 敬弘 （長崎大学） 
05 珪藻の DNA binding 特性を利用した溺死診断法について 
一田 大輔 1) 2)、瀬尾 泰久 1)、黒木 浩二 1)、岸田 哲子 1)  

（1）大分大、2）大分海保） 
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06 熱傷部皮膚における aquaporin-1、-3 発現様態の特異性につ
いて 
久保 秀通 1) 2)、林 敬人 1)、吾郷 一利 1)、吾郷 美保子 1)、金蔵 拓郎 2)、 

小片 守 1) （1）鹿大院法医、2）鹿大院皮膚科） 

07 心臓突然死剖検例における SCN5A遺伝子変異の探索 
松末 綾、柏木 正之、原 健二、Brian Waters、杉村 朋子、高本 睦夫、 

久保 真一 （福岡大） 

 

 休憩（10 分） 

 

14：55 演題 08 ~ 11 座長 佐藤 寛晃 （産業医科大学） 
08 心筋に広範な収縮帯壊死を認めた小児虐待の一剖検例 
神田 芳郎、副島 美貴子 （久留米大） 

09 診療関連死が疑われたウイルス性脳炎の 1剖検例 
久保 真一、柏木 正之、原 健二、松末 綾、Brian Waters、杉村 朋子、 

高本 睦夫 （福岡大） 

10 房室結節の嚢胞性腫瘍による急死例 
臼元 洋介 1)、西田 尚樹 2)、鮫島 直美 1)、辻 彰子 1)、工藤 恵子 1)、 

池田 典昭 1) （1）九大院、2）富山大法医） 

11 大腿骨・脛骨の膝関節部に出血のみられた交通事故例 
湯川 修弘、小澤 周二、柿崎 英二、西田 翔、今村 奈穂子 （宮崎大） 

 

 休憩（10 分） 

  



第 61次	 日本法医学会学術九州地方集会 

 4 

16：20 特別講演 座長 中園 一郎 （長崎大学） 
 

ひとたび死なば皆「ほとけ」 

―日本的生き死にの受け止め方―   

 
滋賀医科大学 早島 理 先生 

 

18：30 懇親会 （宝来軒別館） 
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１０月８日（土） 
 

09：00 演題 12 ~ 15 座長 臼元 洋介 （九州大学） 
12 著明な声門浮腫を呈した一剖検例 
池松 和哉、蔡 忠廷、梅原 敬弘、中園 一郎 （長大院法医） 

13 Cause of death identified by post-mortem images and 
autopsies: Three case reports. 
蔡 忠廷 1)、池松 和哉 1)、村上 友則 2)、梅原 敬弘 1)、上谷 雅孝 2)、 

中園 一郎 1) （1）長大院法医、2）長大院放射線科） 

14 総頚動脈および心臓それぞれに達する刺創のある焼けた死
体の剖検例 
佐藤 寛晃、笠井 謙多郎、田中 敏子、田中 宣幸 （産業医大） 

15 高齢者のＳ字結腸穿孔による腹膜炎２事例 
西谷 陽子、笹尾 亜子、大津 由紀、三島 聡子、米満 孝聖 （熊大） 

 

 休憩（10 分） 

 

10：15 演題 16 ~ 18 座長 柏木 正之	 （福岡大学） 

16 死後超音波画像診断の有用性の検討 
小山 宏義 1)、大野 憲五 1)、川久保 善智 2)、竹下 直美 1)  

（1）佐賀大法医学、2）佐賀大解剖・人類学） 

17 スミバッサ中毒の一例 
福家 千昭、永井 匠、深沢 真希、二宮 賢司、井濱 容子、 

宮崎 哲次 （琉大院法医） 

18 高濃度のトルエンが検出された２剖検事例 
田中 敏子、笠井 謙多郎、佐藤 寛晃、田中 宣幸 （産業医大） 

 

 休憩（10 分） 
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11：15 演題 19 ~ 22 座長 原 健二	 （福岡大学） 

19 熊本大学における法医解剖に関わる諸検査の実施状況 
 －特に GC-MS 薬毒物スクリーニングについて－ 
米満 孝聖、笹尾 亜子、大津 由紀、三島 聡子、西谷 陽子 （熊大） 

20 メソミル中毒試料より発せられる臭気に関する研究 
永井 匠、福家 千昭、深沢 真希、二宮 賢司、井濱 容子、 

宮崎 哲次 （琉大院法医） 

21 ロサンゼルス検視局における薬物分析体制について 
Brian Waters、久保 真一 （福岡大） 

22 トライエージDOA検査の筋肉試料への適用性について 
吾郷 美保子 1)、林 敬人 1)、吾郷 一利 1)、久保 秀通 1) 2)、中島 弘志 1)、 

小片 守 1) （1）鹿大院法医、2）鹿大院皮膚科） 

 

12：15 閉会の挨拶・次期会長挨拶

 


